
戦後期の国語教育目標における

「習肌」と「態度」をめぐる概念

小久保美子

1.研究の目的と方法

昭和 26年改訂版『中学校高等学校 学暫指導嬰領 1-「lii{；村編（試案）』には、新教育の

理念について、以下のように記されてしヽる。

新ししヽ教育では、すべての教科につしヽて、宵憫・態｝斐・技伸j・能力などとしヽうこ

とがしヽわれてしヽるが、国語科におしヽてもやはり同様である。……聞くこと、話すこ

と、請むこと、書くことは、みな一種の技術であって、技術として学習され、指導

されなければならない。それは、精神的にして同時に身体的な習悩・態度であるか

ら、特に、小学校低学年の発逹段階では連動感党的および祝覚的、聴覚的な訓練も

必要である。そしてことばを使う習佃．態度・技術・能力を正しく設定して行くた

めに、ことばに対する鑑賞力を増し、知識や理解を深めなければならなしヽ。これか

らの国語教育では、こうした習恨．態度・技術・能カ・鑑賞・知識・理解の一面に

偏することなく、常に全体を目がけて、言語生活の理想を高めていかなければなら

ない 1。（下線引用者。以下、断りなしヽ限り同様。）

「習恨、態度、技術、能力」は、戦後におしヽてとくに強調された概念であり、アメリカ

の新教育理念の影臀を受けたものである。これらの語句は、早くも、 II(｛和 22年疫の『学

習指導嬰領 一般編（試案）』の「第五章 学習結果の考査」 2において見られる。

さて、この意昧で考査の方法を見渡して見ると、そこには、極めてたくさんの種

類を見出すことができる。まず、学習の目標とするところから、

知識の有無正否を調べるもの

考え方や見方の理解を調べるもの

技能の状態を調べるもの

塾挫の状態を調べるもの

態度の如何を調べるもの

鑑賞力を調べるもの

を区別することができる。

安彦忠彦は、これらについて、「学習の目標とするところ」に応じて、以上、「六つの

能力をあげている」とし、学力観の立場から次のような批半ll的見解を述べている。

ただ羅列的に：ltべられているのみで、相互の関係については全く構造化されてい

ない。しかも、学校で「何を」教える（べき）かという教育内容との関連も全く考
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慮されて 1く＼なし＼ ；゚

国詔科の面掲の学習指導吸領試案では、 ・-IIも1州連的な説II）lがなされてし＼るとはし＼え、

その内実は明らかでなし％

倉澤栄古は、能力のとらえ方に着目しながら、以卜豆のように述べてし~ヽる。

従来は能力を、知識、狸解、技能、態疫、古‘Itl_！などと分けて考えてきた。......こ

れも一つの分け方であるけれども、わかりにくく（理解と知識の菜とは？） （徳疫と

習恨の差とは？）そのうえ理化、鑑買などが人るとしヽよし~ ＼よわかりにくし、 10 

とし、白己の立場から能力表作成の疫諦につし＼て論及している。しかし、狸解と知識

の菜、及び態｝斐と冑1判の菜につ＼ ＼ては、指摘にl［まりさらなる追究は行ってし＼なし＼。

では、これらのil原となってし＼ると思われるアメリカの新教育論におし＼て、「宵1貰、態

度、技術、能力、乳位質」は、一体どのような内容をもったものとしてとらえられてし~ヽた

のだろうか。また、それらは、どのような関迎性をもってしヽたのだろうか。本椙では、

そのことを唄らかにするために、「1940年代のアメリカの文献」を拮にしながら考察を

迎めることにしたし＼。併せて、陪和 26年改訂版『学習指導要領 1且治利編 (11式案）』での

日本の収り上げ方との比較を通して、わが国の新教育理念の受容上の間姐点を明らかに

したしヽ。

2. 国語科の一般目標設定の背景

昭利 26年改訂版『小学校学習指導要領 田治科編（試案）』（以下、『26年版国語科編

（試案）』と記す）の一般目椋は、以ドのような文言によって示されてしヽる。

以上のような役割をもったことばを効果的に使川するための習憫と態度を提い、

技能と能力をみがき、知識を深め、理解と鑑賞とを贈し、国泊に対する理想を高め

る50

この目標は中学校・高等学校にも共通しており、日標に対する考え方は、前項の冒頭

に引用した通りである。また、これらの語句は、前述したように、国語科だけの川語で

はなく、『学習指導要領 一般編（試案）昭和 22年度』の「考査」の章においても見られ、

さらに、『学習指導要領 一般編（試案） 1！けれ126年改叶版』（以I‘-、『26年版一般編（試案）』

と記す）では、以下のように、教育目標として登場する。

小学校の児童は、まだ心身の発逹がじゅうぶんでなしヽから、むずかしい論理や高

い技能をこれに求めることはできない。ここでは、心身の発逹に応じた初等杵通教

育が目ざされる。すなわち、普通の社会人に必要と考えられる知識・理解・態痩．

習It~ ・技能・鑑賞の初歩(1く］なものを身につける段附であるとしヽえる悶

一般編と国語科編とを見ると、まず語句の提出順が異なっていることに気づく。ま

た、一般編には、「能力」の語が提出されていなし＼。これらの差異がどこから生じたの

か、またその差異は教育上どのような意味を持つのかについては検討するすべがなく、

指摘に止まらざるを得なしヽが、少なくとも、一般編では、倉澤や安彦の言うように、「能

カ」を「知識． j1せ解・態疫・習1貫・技能・鑑賞」を含む包括的な概念として捉えてしヽた

―-28-



ために、 l能力」の語句を提出しなかったとの見方もできる。それに対して、『26年版囚

活科編（試案）』では、「技能と相対する能力」を想定してしヽたことがうかがえる。なお、

鳳ifi教育における「能力観」につ tヽ ては、イ］森延男 7や倉‘澤等は、包括的な＿j-：位概念と

しての能力観を有し、習慣や態／斐の形成を屯疫な国詔学力と見て主1阪したが、卯水実は、

『26年版[J:ll-i｛林‘|編（試案）』で不されたような狭義の能）］観を屯視した国冶教育論を展

間し、必ずしも共通の見解に立っていたわけではない。

さて、先に、これらの川語はアメリカの新教育の考え方の影聾を受けたものであると

述べたが、実は、 H本の新教育に影臀を与えた CIE（民間梢報教育局）のサゼヽノション

の中に、これらの話句を見出すことができる。以卜.のサゼッションは、『22年版国闇科

編（試案）』を編集するI祭に、 CIEのメンバーであったヘファナン女史が、 22年 6月3

日の編集委員会におしヽて与えたとされてし況るものである。

（｝京文）

Language must function in a social situation. Therefore social studies, science, art, 

and every experience in the school curriculum must be used in working out the 

curriculum in the language arts. Each social studies unit will contain much material 

and activity of value in developing some of the necessary ~e and 

~,-in languagearts8 

この｝泉文を輿水実は、次のように訳している。

言語は社会的状況の中で働くものである。それ故に学校が提供するあらゆる経験

が、国語の教育課程を実施する一つの機会である。社会科の方の統合された教育課

程は、国語の方の必要な知識、理解、習恨、技能、！應腹、鑑賞のあるものを発展さ

せる価値のある多くの材料と活動とを含んでいる＇）。（後略） （旧漢字は新字体に改め

た。）

）原文は、「Knowledgeand understanclings」「habitsand skills」「attitudesand appreciations」

としヽうように二語が「and」で結ばれ、三つのまとまりに分けられてしヽる。それに対し、

奥水は、「知識、理解、習t貰、技能、態／斐、鑑賞」としヽうように、ー語ー語を独立させて

訳している。なお、輿水は、『26年淵版国語科編（試案）』における国語学習指導の目標を

次のように解釈している。

国語学習の目標は、ことばの使J11を効果的にすることであって、聞くこと、話す

こと、読むこと、書くことに関して、好まししヽ習恨、態度、技術、能力を餐しヽ、必

要な理解、知識を増すことである。（中略）

苦‘t貰、態｝斐、技術、能力、理解、知識は、習l貰と態度をし‘つしょにし、理解と知

遵をし‘つしょにすることができる。特に、技術と能力とをし‘つしょにして技能と呼

ぶこともできる。即ち、二つずつ三つにされる叫

輿水の国語学宵の目標に関する日本語の表現では、サゼヽノションでボされた「習肌と

技111` り」「態度と鑑賞」としヽう二語ずつのまとまりとは異なり、「宵恨と態度」「技能と能

カ」とがし‘つしょになってしヽる。また、「鑑賞」の語句がなく、「能力」の語句が人って
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いる点も‘itl1すべきところである 。この両者の差異は、次の三つの、点で見逃すことがで

きない。すなわち、 第一に、国語教育における「習慣」及び「態度」の内容はどのよう

なものとしてとらえればよいのか。またそれ らの形成につし＼てはどのように考えればよ

しヽのか。第―．に、「技能」・「鑑賞」はどこに、どのように位誼付くのか。第三に、国語の

「能力」 の内実は何なのかである。

第三の「能力」につ tヽ ては、先ほど指摘したように、「26年版一般編（試案）』の教育

目椋やサゼッションには人 っておらず、輿水の目標解釈のところで 「技能・能力」と拙

列的扱いで出てくるというずれがあるため、ここでは検討の対象から外すことにしたい。

本稿では、第一と第口の、1禁について論じていくこととする。

果た して、アメリカ のサゼッシ ョンが示してし るヽ「習憫と技術」「態度と鑑賞」 としヽ う

まとまりには、確たる 意昧はなし＼のであろうか。わが国の『26年版国語科編（試案）』

のように、「習間と態度」 「技能と能力」としヽうようにまとめ、「鑑賞」を別枠にするとし、

う考え方は、アメリカの考え方と薗Ilihliをき たすことにはならないのであろうか。

以卜-、これらの疑1店］に答 えるために、当時のアメリカのコース・オブ・スタディ （以

下、 COSと記す）関連の文献を見てみることにしよう 。ヘファナンのサゼ ッション の豚

典を見廿iすことはできなか ったが、サゼッ ション と大変よく似た内容の記述を、イリノ

イ州の初等学校 cos(1946)の LanguageArtsの冒頭部分に見tliすことができた。イリ

ノイ州は有数の教育州として知られていると 当時の文献に紹介されている叫また、イ

リノイ州 COSの編鮨者の一人に迎歩的な指導者であったラッセル 12の名が見られる。さ

らに、デュ ーイの実験学校のあるシカゴ市を有していたことをも考え合わせれば、イリ

ノイ州 COSは、経験主義の考 え方を色濃く反映しているものと想定でき、経験主義の

理念を探究するには好個の資料といえよう 。

Language is a means of communication. It can function only in a social situation. 

Therefore, reading, oral and written language, spelling and handwriting are 

interdependent and must utilize and support each other. （中略） Theymust implement 

and make meaningful his learnings in social studies, in science, in the arts and in 

mathematics. Every unit of work in these subjects contains, in turn, materials and 

activities which can contribute to the desired -• ~ 

- in the Language Arts豆

ヘファナ ンは、カリフォルニア州籾等教育課長で熱心なデューイ 信奉者であった とい

われてしヽるが、ヘフ ァナンが与えたサゼッ ショ ンにもイリノイ州の COSにも、

「Knowledgeand understandings」「habitsand skills」「attitudesand appreciations」とあ

ることから 、このよ うに二語を連ねて示してい る場合には意昧があると 見るのが妥当な

ように忠われる ＼ 次項では、その意昧について、考察を進めることにしたい。

3. 「習慣と技能」の意味

「habitsand skills」（または、「skillsand habits」)と示さ れてしヽ る 箇所を見てみること
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にしよう 。先のイリノイ州 COSの第 7学年 Readingand Literatureの単元では、発達さ

せるべき「skillsand habits」として、以下の内容が挙げられている 凡（和文は小久保の

抄訳。以下、断りなしヽ限り、訳文はすべて小久保による。）

1. Reading orally with expression, keeping the voice low and pleasant but so all can hear. 

（小さく楽し そうな声で、皆に間こえるように、表現しながら 音説するこ と）

2. Reading on level of ability. （能力に合ったレベルで読むこと）

3. Reading for understanding. （埋解するために読むこと）

4. Increasing reading rate.（請む速さを増すこと）

5. Using good English in all oral work. 

（すべての音声活動において、正しい英語を使う こと）

6. Listening attentively while others are speaking. 

（他の人が話しているのを注意深く間くこと）

7. Organizing material for oral reports. 

(LI頭報告のために資料を組織すること）

8. Learning meaning, use and spelling of many new words 

（多くの新ししヽ語の意昧、使しヽ方、綴りを学留すること）

9. Spelling correctly all words in copying poems. 

（詩を写すときにすべての語を正しく綴ること）

10. Punctuating, capitalization, and spacing of poems. 

（詩において、旬読点を打つこと、大文字を使｝廿すること、空間をとること）

11. Using good writing position for ease in writing. 

（書きやすい正しい書写の姿勢に恨れること）

12. Using correct letter formation so that all written work was legible. 

（すべての作品が読みやすいように、 il―辻．．しい文字表記にすること）

13. Developing speed in writing. （曹く速さを発達させること）

また、イリノイ州 COSや以下に示すカリフォルニア教師用手引き書（本湛は、占領期

にヘファナンの手によってわが国にもたらされた。）の参考文献と して挙げられている、

NEAの LanguageArts in the Elementary School（本書 もまた、 IFEL文庫いに収められて

いることから、当時わが国に入ってきたものと見られる。）における第五学年の単元例に

も、「Habitsand skills」の項が出ている。そこで押さえられている内容は、以下の通り

である 170 

Habits and skills. 

The effective use of the Classroom Library（教室文庫の効果的使用）

a. Caring for books（木に関心を持つこと）

b. Classifying books（本を分類すること）

c. Making bibliographies（著書目録を作ること）

The locating of data（データを収梨すること）
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a. Using table of contents（内容一覧を利川すること）

b. Reading rapidly to locate needed data 

（必疫なテー クを探すために速読すること）

c. Using index effectively (インテノクスを効果的に使うこと）

d. Using chapter headings, notes, keys, and footnotes 

（取の見出し・注 ・記号． j11:Ilitを使うこと）

Organizing information(、I翡報を組織すること）

a. Giving central idea of selection （梢報を選択した主旨を表明すること）

b. Summarizing（要約すること）

Evaluating Material （衰料を評価すること）

a. Selecting materials appropriate for discussion, debate, dramatization 

（議論ディベート、劇化のために適切な資料を選訳すること）

当IIが、わが 1．月にも人 っ てきた Encyclopediaof Modern education料における「習 ‘l闘

(habits)」の項には、以lくのように記されてしヽる 。

The meaning of habit includes the idea of facility in the performance of an act 

combined with a persisting inclination toward a repetition of the act. The emphasis 

may in one case be on the skill of performance and in another upon the motivation to 

act, but neither aspect is excluded in typical habits凰

（習恨は、行為を何度も紐り返すことによってもたらされる行為を行う際の悩川さ

とtヽ う怠昧も含んでtヽる 。そして、 一つは、遂行の技能、もう 一つは、行為に対す

る動機づけが重嬰視されており、典型的な習肌におしヽては、どちらの様相も排除さ

れてはならない。）

さらに、

Since motivation and skill are both functions of the environment as well as of the 

learner, habits are established most readily when the environmental conditions 

support their acquisibon and maintenance. 

（動機づけと技能は学留者だけでなく閑境の二つの機能だから、習懺は、瑚境的な条

件が習撒の獲得や維持を支援するときに最も容易に定着する ‘L°。)

とある。つまり、習慣形成には、習懺の二つの大事な要索である動機づけと技能にかか

わる環境的な条件が必嬰なのである。そして、それには、行為を繰り返そうとする伯向

が維持されなければならなしヽのである。

学皆論にードろせば、 学習者に動機づけと技能を与えうる閑撹条件の設定、すなわち「場」

や「状況」 (situation) が必要になるとしヽうことである 。逆の見方か らすれぱ、「場」や

「状況」が設定されておらず言語経験が1了われなしヽところでは、留懺は形成されなしヽと

いうことになろう 。前掲のカリフォルニア州の教帥川手引き書には、「教(iiliは、過切な経

験を与えることによって、 fどもたちが技能と習懺を獲得するのを助けることができ

る21」と明瞭に述べられている。また、わが国の新教育に最も影梱を与えたとされてし＼
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るノゞーシニア9)小ICOSには、「1支fit(skills) を実践する場か現実のもので、技徒の実践の

必嗅性を J.，·どもが町'•明に 1• 分に感知してし＼るならば、獲得を保祉するための収り立て練

習は、此かも、あるし＼は全く必四としなし＼だろう三」とまで言ってし＼る。

また前褐の占『典の説IIJjにおt＼て、 i州貫が含唸してし＼る行為遂行時の技能は、動機に裏

付けられた行為の反復と結びつ t ヽて t~ ＼召とし＼った考えがぷされて tヽ たが、学校教育にお

しヽて、実践的に繰り返しか可徒になる場としヽうのは、学校化活全体を通すより他にな

し‘。 |l、1げ{i科におし＼て怠11木のあるスキルの実践の場を繰り返し設定することはもちろん必

嬰であるが、習恨化を図るには、それだけでなくネ［会科や理科等の内容教科と密接な迎

閃を図りながら有意昧な場で言］｛｝技椛を槌得させてし~ ＼ ＜べきで、これが国泊科の特性の

一つである。

ト述のように考えられなければならなしヽ「習恨と技能」が切り離されてしまうことに

より、場を離れた技能の取り立て指導が優i立に立ち、経験を通しての技能の習恨化とし＼

う側面がおろそかにされてしまっては、川珀科•本来の Il}別が庄し得なしヽことになるであ

ろう。

4. 「態度と鑑賞」の意味

さて、「！應｝斐 (attitudes) と鑑＇買 (appreciation)」は、どのような関係にあるのだろう

か。その考究に進む前に、まず、「習It]」と「態疫」の違しヽにつ tヽ て考えたい。同じくイ

リノイ州 cos0)、第 7学年及び第 8学年の「Abilities」の項では、「Habits」「Attitudes」

を明雁に区別して述べてし＼る“。以卜-、第 7学年につし汀て見てみることにしよう 210 

く第 7学年＞

Habits of 

1. Speaking clearly and distinctly in orderly sentences. 

（順liら正しくはっきり正雁に話す）

2. Using voice effectively. （効東的な声の使川）

3. Using acceptable grammatical forms.（適‘りな文法形の使用）

4. Using accurate punctuation, spelling, and penmanship. 

（正しし州）議、綴り字、習ヤの使）ll) 

5. Using dictionary efficie叫 y.（効果的な辞書の使用）

6. Co-operating by listening and contributing in all conversation and speaking situations. 

（すべての話の場面によいきき手となって協力し貢献する）

7. Using automatically all skills acquired in earlier language training. 

（すでに学習した技能＜倉澤は「技術」の訳一引川者i主＞を自動的に使うようにする）

Attitudes of・ 

1. Taking pride in workmanship, neatness, accuracy and orderly arrangement. 

（手際よさ、きれtヽ さ、正確さ、順序正しさにほこりを持つ）

2. ~ the help which knowledge of grammar gives in enabling one to 
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speak and write more effectively. 

（文法の次1.1識がはなしかた 、かきかたにより効来をりえるとしヽうことを感ずる）

「態疫」とは、「～にほこりを持つ」「～を感ずる」ある し＼は、「～に対する 意識的な決

意 (Consciousdetermination to -)」「～への思し＼やり (Considerationfor -)」（第 8学

年）などの、心構え、心的伯向のこ とを し＼う 。 したかって、一定の学留過程を経て獲得

され定着した行動パターンが、特定の刺激に応じてほぼ自動的に生起す る「習‘tl]」 とは

明 らかに区別される べき概念である 。

わが国の 「26年版国語科編（試案） 』には、 「～の習懺と態度」と しヽう 言しヽ方がしばし

ば見られる。 しか し厳密に言 うなら、その表現は適当ではなしヽ。なぜならば、 「～」の部

分にぷさ れた ・つの内容を概念の異なる泊句が1[ilIl守に受けるとしヽうのは、正ししヽ述べ方

とはし＼え なt.＼から である 。例えば、「牛きJ:_きとした話をしようとする 留懺や態度」(『26

年版小学校II;1語科編（試案）』 p.15) 「独訓的に得 こうとする習‘I貰と 態度」（同 p.16) とし、

う表IJ-lが見ら れる 。「生き牛きとした話をしようとする」や「独訓的に書 こうとする」と

しヽうのは「態度」であって、 「得It[[」と 言うことはできなしヽ。なぜなら 、「化き牛きとし

た話」や 「独訓的な作文」が 1印励的じ／1―ー：．起するなどとしヽうことはあるわけがなしヽからで

ある 。それらは、場や相手に応じて異なってくるものである。ただ、「場に応じて、しヽつ

もそのような態度をとろうとする」とし＼う、＼，ヽわば、「態｝斐が習恨化 される」としヽ うこと

はあろう。 わが国の 『26年版IJIけ合科編（試案）』の場合 も、そのよ うな意昧合し ヽで表現

をしたのだとしヽう解釈を全く否定することはできなしヽが、少なくとも上記の引川箇所か

らは、そのような厳密な考え方をうかがうことができない。やはり、「26年版国語科編

（試案） 』の作成に関わ った国語教育1関係者等が 「習肌」と「態度Jについて明ii(［な概念

の違いをもって表現していたとは考え防{f．しヽ 。

では、本項の主たる論及課題である［態度と鑑賞 (attitudesand appreciations)」は、

一体どのような関係に あるのだ ろうか。

カリフ ォルニア州の教師川手引き冑で ある Manualfor Teachers. Santa Clara County 

Curriculumでは、 全教科にまたが る「晶礎的な鑑賞」の項におしヽて以下のように述べて

lヽる 。

鑑賞の特性は、感動 (affective）であり， 言 うならば、それらは、感受性 (feelings)

と梢動 (emotions) を含んでしヽる。……何と 言っ てもまず、ある経験に関する子ど

もの鑑賞は、子どもに、 喜び、経験への梢極的態度、同種の経験を続けようとする

方 Iti] を与える 。 …••• そのよう な鑑‘l] （力）は 、命じる ことのできるものでも なし~ヽし、

強制できるものでもなしヽ。それらは、好まししヽ状況 (conditions) の結果である 250 

さらに、具体的事例として、詩の鑑貨を挙げ、「昂を読むたびに楽しむ子どもは、さら

にたくさんの請を読むだろう 。その子どもの楽しみは、測りしれないし、説明すること

さえできない 門 と述べている 。

このように、 「鑑質」は好まししヽ状況下にある経験の結果として、つまり、子ども自身

が経験を十分に楽しんだ結果とし て、子 どもの内から生じ るものであり、教師が外側か
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ら与えられるものでは決してなし）。そして、その鑑賃の経験が、同種の経験をさらに続

けようとする梢極的態疫を {-I]．．．み出すのである 。約 言するならば、「錦‘［質」が「態｝斐」を牛

ぜしめるのである。先に褐げたイリノイ小卜ICOS節 7学年の「態）斐」の項の 2つ「1、「文

法の知識がはなしかた、かきかたにより効来を与えるとしヽうことを感ずる

(appreciating)」としヽうことに触れてし＼えば、「効束的に話したり f!}しヽたりするために文

法の知識が役に立つのだとし＼うことをしみじみと感じる」としヽう経験が必疫なのである。

それは、鑑買ともしヽえる昧わt)である 。つまり、文法的知識の効用を子どもが内から実

感することが大切なのであり、その実感が、効来的に話したり占いたりするために文法

の知識を応川しよ うという態）斐を牛むのである 。 したがって、「態疫と鑑賞」は、やはり

関連性をもった概念であり、「態疫形成には鑑買経験が大きく関わるのだ」としヽう考えを

もつことが、教育上大変重嬰であるとし~噂える 。

5. 新教育理念受容上の 問 題 点

このように、 「習佃と技能」「徳）化と鑑‘賃」 とし＼う相互の閲迎を考えずに、「留懺」と

「態度」両者の概念を曖味にして川しヽてきたことか、 I叶晶教育の実践上にどのような影

闊を与えたかにつしヽては、別迎、具1本的実践を川しヽて11）lらかにする必嬰があり、そ れは

今後の課阻としたし＼。 しかし概括的に冒うならば、わが1エlでは、古恨や態度形成を躾的

なもの、追徳的なものとし て捉え る仰きがあ ったように思われる。

「留1質」「態度」 の形成に関する 1!1，J}姐は、 実は、 '..学歯指導方法、カ リキュラムに直結す

る間姐、すなわち 、「価値ある経験を 与える 」としヽう経験主義の根！；！令を為す教育理念に関

わる問趙である 。 これまで考察してきたように、「留懺］ 「態度」が、それぞれ 「技能」

及び「鑑買Jと密核な関わりを怜つとするなら、なおのこと、どのような場で、どのよ

うな学背活動を経咳 させれば、「技能」の獲得につながり、「鑑買」を個々人の心の内に

I:l宜．ぜしめ ることがで きるのか、あ るし＼はまた、個々人の心の内に牛じ た「鑑賞」 をもっ

て、さらに1日］種の経険を白ら重ねようとし＼ う梢極的な懇度 を促すこと ができるのか とし＼

う、まさに教育内容及び教育方法上の こと がらを抜きにしては語れなし濯引退なのであ る。

テューイ ii)f究に目を向けた逍徳教育研究などにおしヽては、以伽から 「習懺」の概念の

重要件に着IIした (i)|う名が見られるぷが、 l.:i、1II{｝教育におし＼ては、その後も「習懺」と「態

度」を明確に区別し なしヽまま扱しヽ続けて今日まで至 った。デューイは、「教育は言語を知

性的道具 (intellectualtool)に転換し なければならぬ」とし 、「『日常の事項や便‘:m:(affairs 

and conveniences)』に1葵l係ある 習肌を『栢確な概念 (precisenotion)』に関係づけられ

た留‘I帆へと移行させるのは1和、i［なこと」であると述べて tヽる 28。そして、「この1転換作川

の有効な完遂は（イ）生徒の語策の拡大、（口）生徒の用語の・-l蜀の精確化、（ハ） 連続

的談論留性 (habitsof consecutive discourse—引用者注）の形成を必須条件とする」と結

論づけてしヽる 。 ここでも、デューイは、「習樅」を鍵概念として扱っている 。 しかし、わ

が国の且lii{i教育昇におしヽ て、 「習恨」の概念は探究されるどころか、「態度」の中に含められ

てしましヽ、やがて その後の学留指導疫伯か ら、「習恨」の概念が欠洛してしヽくことに なる。
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国語教育昇が、新教育令体の流れと呼応した I(1iかあった とはし ＼え、能）Jじ義へと 移行

してしまったこと、その後、教科息教材文の虚解中心の田冶教育が長く続しヽたこと、そ

して、それらの実践が言語't活のI{i]tに貢献することが少なしヽとし＼う現実的な間題を抱

えながら も具体的な解決の方途が得られなかっ たのは、新教育の間念が移人 された時点

で、「翌It~ と技能」「態度と乳益賞」、そしてそれらを包括する「能力」の概念を探究しきれ

ずに、今 Hまで来てしまったことと決して無閃係ではなしヽだろう 。「翌什貰と 態度」としヽう

ように、 セソト として使しヽ 懺れた 1l常，計であっ たが故に、 月］っ て、 iiliJ,i合としての教育的

意昧を顧應することがなかったのであろう 。 しかし 、国語教育におしヽて 、且l！論（l＇、ー］にも 実

践的にもそのことを見逃してきてしま ったことは、国語教育の仲展を長きにわたって大

きく I;11む結宋になったと言っても決して過言ではないだろう。

経験l-：義IE]，計教育の開念に作ま れてし＼ながら 受容し きれなか った教育的意昧を探り出

すことは、総介学習の具｛本的展1}｝]が間近に辿った今日、それとの関迎を考えなしヽではす

まされなくなった「l、1，計利教育の実践的j・！I！論を牛み出して行く上で極めて意義深しヽことと

息われる。
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